
京都スマート電力システム構築協議会
について
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京都市
産業イノベーション推進室



京都市のこれまでの取組
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スマートキャンパス京都モデル構築
推進事業（令和３～４年度）

ー 大学をフィールドとした電力の調整の
シミュレーション

・ 蓄電池のマルチユースシミュレーション

・ 需要予測モデルの検討 など

【連携】 市内大学 など

経済産業省
「再生可能エネルギーアグリゲーション
実証事業」

ー エネルギーリソースのマルチユース（最適運用）に
よる地域経済循環型の脱炭素モデルの検証・実証

・ マルチユースシミュレーションの実証のための蓄電池
導入（補助金活用）

・ 蓄電池以外のエネルギーリソースの活用の検証

・ 地域での経済循環の試算 など

【連携】 市内事業者、市内大学 など

＜京都スマート電力システム構築協議会＞
「スマートキャンパス京都モデル構築推進事業」・「再生可能エネルギーアグリゲーション実証事業」で得られた

知見を活かし、様々なエネルギーリソースを用いた電力の需給調整等を組み込んだ電力システム（スマート電力

システム）の構築につながる取組を推進する。

事業
拡大



取組 令和5年度 令和6年度 令和7年度

⑴ 地域での経済・環境価値
循環にもつながるスマート電力
システムの在り方の検討

⑵ 様々なエネルギーリソースを
用いた市域での電力の需給
調整等の実証

⑶ スマート電力システム構築に
資するビジネスの検討

⑷ 事業者・市民等の認識
向上を図る広報

協議会概要
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市内のエネルギーリソースの賦存状況や将来目標
を踏まえた、調整ポテンシャルの算定や経済的メ
リット・ＣＯ２削減効果を試算 等

省エネ法改正を踏まえた、市内特定事業者と連携した実証の推進

周知啓発の実施

既存設備を活用した実証

蓄電池のマルチユースの経済性実証

ＥＶ普及を見据えた調整の検討

実現に向けた施策の検討

会員間での知見の共有・実証によるビジネスモデルの検討

協議会の取組の発信

目的

産学官連携で最新の知見を共有し、グリーントランスフォーメーションの中核である化石燃料から再生可能エネルギーへの

転換に重要な、様々なエネルギーリソースを用いた電力の需給調整等を組み込んだ電力システム（「スマート電力

システム」）の構築に向けた取組を推進すること。

役割

京都市：市内での実証場所確保のアプローチ、事業者・市民への広報活動

エネルギーリソース製造メーカー：市内での実証の実施、協議会での知見の共有、 「調整」を盛り込んだビジネス検討

電力関連事業者：「調整」の視点を盛り込んだ電力ビジネスの検討

大学：学内での電力の「調整」の取組の検討

国事業の活用の検討



政府の令和６年度予算
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政府の令和６年度予算
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政府の令和６年度予算

6



政府の令和６年度予算
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市内事業者のＤＲの取組状況
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京都市事業者排出量削減計画書制度

【事業者数】１３７社

【対象】 ・ 市内での事業活動に係る年間エネルギー使用量が原油換算数量で1,500キロリットル以上の事業者

・ 市内に登録している車両の総数が、トラック又はバスが100台以上、タクシーが150台以上の運送事業者

・ 市内に路線を有し、保有する車両の総数が150両以上の鉄道事業者

・ エネルギー使用に伴うものを除き、市内での事業活動に係る温室効果ガスのいずれかの排出量がCO2換算で年間3,000トン

以上の事業者

【制度におけるＤＲの位置づけ】

118者中27者がＤＲ実施中（11月7日時点）⇒ ＤＲの実施意向についてアンケート予定



調査の概要

■ アグリゲーションに関連するビジネス事例の調査

・ アグリゲーションに関するビジネスが先行している海外を事例とし、各国の電力制度等を踏まえ、

アグリゲーター・リソースメーカー・小売電気事業間のビジネスにおける関係性の整理や市場規模

等について調査する。

・ また、調査結果を踏まえた、国内でのアグリゲーションビジネスを進めるに当たってのスキーム等の

検討を行う。

■ 市内事業者へのアンケートの実施

・ 前述の市内特定事業者及び準特定事業者（※）に向けて、アグリゲーションやデマンドレスポ

ンスに関する関心についてアンケートを行う。【※ 市内で延床面積1,000m2以上の建築物の所有者】

■ 市内での調整ポテンシャルの推定

・ 2030年度の地球温暖化対策計画に掲げる目標値や市内の産業特性等を踏まえた、調整

ポテンシャルの推定と経済的価値の算定。

9



ホームページ開設

10※ 京都市情報館内：https://www.city.kyoto.lg.jp/sankan/page/0000319171.html


